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序 文

多賀城市には、 国の特別史跡に指定されている多賀城跡や多賀城廃

寺をはじめ、 数多くの埋蔵文化財が所在しております。 その総面積は

実に市の4分の1にも及び、 本市の歴史が古代より連綿と引き継がれ

てきたことを物語るものであります。

今回調査を行いました西沢迫跡は、 特別史跡多賀城跡の東側に位置

し、 過去の調査でも貴重な遺構・遺物が数多く発見されている遺跡で

あります。 なかでも奈良•平安時代に関しましては、 多賀城との位置

関係から 、 特に注目される遺跡の一つと確信しております。

さて、 今次調査は国庫補助を受けて行った確認調査であり、 昨年度

に引き続き2年目となります。 本遺跡でのこのような確認調査は今後

数年間継続する予定であることから 、 多賀城東側一帯の様相が大いに

解明されるものと期待しております。

最後になりましたが、 発掘調査や報告書作成に際し、 多大なる御指

導と御協力を頂いた方々に対し厚く御礼申し上げます。

平成 11年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻井 茂男



例 言

1. 本書は平成10年度の国庫補助事業として実施した西沢遺跡第 6次調査の成果をまとめたものである。

2. 迫構の名称は第1次調査からの連番号である。

3. 平面図における座標値は国土座標「平面直角座標系X」を用いて設定した。

4. 挿図中の高さは標高値を示している。

5. 土色は『新版標準土色帖J (小山・竹原： 1991)を使用した。

6. 本書の作成に際し、 関根達人氏（東北大学埋蔵文化財調査センタ ー）のご教示を頂いた。

7. 本書の執筆・編集は当センタ ー職員の協力を得て、 武田健市・車田 敦が行った。 また、 逍物の整理、

図版の作成に際し、 整理員の熊谷純子、 浦風志恵子、 鹿野智子、 村上和恵の協力を得た。

8. 調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。
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I . 遺跡0) 地理的・歴史的環境

(1) 地理的環境

本遺跡は、 多賀城市市川・浮島の 両地区に所在している。 地形的に は松島丘陵から塩釜方面に向かって

派生した低丘陵上の南西端部に位置し 、 東西450m、 南北700mの 範囲を占めている。 標高は北側の丘陵尾

根付近で約46m、 南側の沖積地と接する付近で約6mであり 、 全体としては斜面の 合間に 大小の 沢が入り

込んだ景観を呈している。

今回の調査区は本遺跡の西端部に あたり 、 北側から南側に向かって傾斜する緩斜面上に位置している。

調査区の現況ば畑であり 、 標高は最も高い北側で約22m 、 最も低い南側で約21m である。

第1図 調 査 区 位 置 図
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(2) 歴史的環境

本遺跡の西側には、 古代陸奥国府及び鎮守府が懺かれた特別史跡多賀城跡が隣接している。 今回の調査

区から約lOOm西側には平安時代の外郭東辺築地があり 、 その内側には城内で最大の規模を有する実務官

術域が発見された大畑地区が位置している。 一方、 東側には奈良•平安時代を中心とする追物散布地であ

る法性院遺跡、 高原遺跡が所在している。

本遺跡内では、 これまで 5 度にわた る発掘調査を実施しており 、 古代から中世にかけての遺構・遺物を

多数発見している。 本調査区東側の近接地で行った第 3 次調査では、 平安時代の鍛冶工房跡を含む14棟の

竪穴住居をはじめ、 中世の建物•井戸•土堀・溝などを発見している。 また 、 東側の 沢を隔てた第 2 次調

査区では、 平安時代の掘立柱建物19棟、 竪穴住居 4 棟のほか、 計画的に配贋された中世の掘立柱建物36棟

などを発見した。 出土した 遺物には、 縄文時代、 奈良 •平安時代、 中世、 近世の各時代のものがある。 中

でも平安時代のものでは、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 硯、 石帯、 馬具、 その他鍛冶関連の遺物などが出土して

おり 、 多賀城との関連性を伺わせるものである。

II. 調査に至る経緯と経過

今回の調査は個人住宅建築に伴うものであり 、 咋年度より 引き続き 2 カ年目となる。 本地区周辺では多

賀城跡と関連する遺構・遺物が数多く 発見されていることや、 対象区の面稽が広大であり 現在畑として作

付けを行っているという現状を考慮し、 複数年計画の国庫補助事業とし て実施したものである。

今回は、 対象地の北西部に生活用道路を挟んで 2 カ所の調査区を設置し 、 便宜上西側をA区、 東側を B

区とした。 また 、 A区南東付近に実測図作成のための原点ex= -187,990、 Y = 12,491)を設置し、 これ

を通る南北及び東西方向の軸線をそれぞれの基準線とした。 以下 、 調査経過について記載する。

7月9日、 重機による表土除去開始。 7月13日より 、 作業員を甜入し、 調査器材の搬入及び遺構の検出

作業を開始した。 この結果、 A区では表土を含め 8層の堆梢状況を確認し 、 そのうちの 5層上面が追構検

出面であることが明らかとなった。 一方、 B区では表土下は直ちに岩盤が表れ、 その上面にわずかに遺構

が残存するのみであった。 7月15日、 迫構堆梢土の掘り 込みを開始し 、 終了したものから随時1 /20の平

面図を作成した。 8月21日、 A区の逍構検出面を部分的に掘り込み、 その下層が浅い沢状の地形を呈する

ことを確認した。 9月3日 、 調査区の全景写真撮影。 9月9日、 調査器材の搬出を行い、 一切の作業を終

了した。
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皿 調 査 成 果

1 . 層 序（第2図）

A区では、 北側で5層( 1 - 3·5•7)、 南側で8層( 1 -8 )の層序を確認しており 、 このうち第5層

上面で遺構を検出 している。 一方、 B区では表土下 が直接岩盤となっており 、 現代の耕作痕が所々に及ん

でいる。 以下、 A区の屈序について記載する。

第 1層は現代の耕作 土である。 厚さ約15-20cmであり 、 調査区全体を覆っている。 第 2層は調査区全域

で確認した近・現代の堆梢土である。 褐色粘質土(10YR4/4)を主体とし、 明赤褐色土、 灰色土が粒状

に混入する。 厚さは約20-30cmである。 第 3層は調査区中央から南側で確認した近世以降の堆租土である。

黄褐色粘質 土(2.5Y4/1)を主体とし、 明黄褐色粘質土が粒状に混入する。 厚さは約15-30cmである。 第

4恩は調査区中央～南側の狭い範囲で確認した堆積 土である。 黄褐色粘質 土(2.5Y4/1)を主体とし、 灰

黄褐色土が斑状及び小プロック状に 多く混入する。厚さは約10cmである。 第 5 -8層は調査区中央部を北

から南側に向かって傾斜する浅い沢に堆積 した層である。 幅は北側で約6m 、 南側で1 3m以上あり 、 中央

部と南壁の最下層の比高差は約80cmである。 第 5居はにぶい黄褐色粘質土(10YR5/3)を主体とし、 黒褐

色粘質土・黄褐色粘質土が斑状に若干混入する。 厚さは10-35cmである。 赤焼き 土器が出土していること

から、 10世紀以降に堆梢 したものと考えられる。 第 6層は暗褐色砂質土(7.5YR3/3)を主体とし、 マンガ

ン、 明黄褐色砂岩が粒状に 多く混入する。 厚さは5 -15cmである。 第 7庖はにぶい黄色粘質土(2.5Y6/3)

を主体とし、 マンガンが粒状に若干混入する。 厚さは10-20cmである。第8層は黒褐色粘質 土(10YR3/

3)を主体とし明黄褐色砂岩が粒状に混入する。 厚さは 20cm以上である。

z

 

s
 

第2図 層序模式図

2. 発見した遺構と遺物

A区では、 土堀 5 基、 溝 9 条、 柱穴などを発見した。 これらの多くは、 第 5 恩上面で検出 したものがほ

とんどである。 B 区では、 岩盤上から竪穴住居 l 棟、 土堀 3 基、 溝 l 条、 柱穴を発見した。 以下 、 地区別

に 主な遺構の説明を加える。

A 区

(1) 古代の遺構

SK414 (第 3• 5図）

調査区中央部の第 5層上面で発見した鍛冶炉である。 SD4 2 1 と重複し、 それよりも古い。 平面形は南

北にやや長い不整形であり 、 規模は長径約75cm、 短径約6 5cm、 深さ約10cmである。 壁面及び底面が 赤変

硬化しており 、 埋土中に は粒状滓、 鍛造剥片が多く 混入している。

遺物は、 ロクロ調整の土師器杯、 須恵器杯・甕が出土している。
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SK420 (第3 • 5図）

調査区中央部 の第5層上面で発見した鍛冶炉である。 SD412と重複し、 それより も古い。 平面形は南北

に 長い楕円形であり 、 規模は長径約55cm、 短径約45cm、 深さ約10cmである。 壁面及び底面が赤変硬化して

おり 、 埋土に は粒状滓、 鍛造剥片が多く混入している。
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第3図 SK414• 420 平面図•断面図

SK413 (第4•5図）

調査区北側 の第 5庖上面で発見した土壊である。

平面形は楕円形であり 、 規模は長径約1.2m、 短径約

1.lm、 深さ約50cmである。 壁は底面より 中央付近ま

では垂直であるが 、 それより 上は緩やかに立ち上が

る。 埋土は 5層に細分することができ 、 いずれも黒

褐色 の粘土恩である。

遺物は、 ロクロ調整の土師器杯・甕、 須恵器甕、

赤焼き土器杯が出土している。
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第4図 SK413 断面図
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(2) 中世の遺構

SD419 (第 5図）

調査区南西部の第 5層上面で発見した南北方向の

溝であり 、 蛇行しながら調査区外へと延びている。

SD416• 424と重複し、 それらよりも新しい。 規模

は長さ10m以上、 上幅20-80cm、 下 幅10-60cm、 深

さ20-40cmである。 壁はほぼ垂直に 立ち上がるとこ

ろと、 緩やかなところがあり 一様ではない。 底面は

北側から南側に向かって傾斜しており 、 比高差は約

lmである。 埋土は南壁付近では3屈に 細分するこ

とができる。 いずれも粘性の弱い黒褐色土を主体と

しており 、 炭化物や黄褐色土が斑状に混入している。

逍物は、 無釉陶器甕•揺鉢が出土している（第 7

図）。

1�� 
番号1 種 類 1層位1口径I底径I器高1特徴1登録番号

l無釉陶器甕•播鉢2暦 在地産R-12

第 7図 SD419 出土遺物

SK422 (第 5図）

調査区東側の地山上面で発見した土壊である。 平面形は楕円形と推定され、 規模は径 2m以上、 深さ

は約50cmである。 壁は中央付近で段を形成するものの 、 概ね緩やかに立ちあがる。 埋土は黒褐色粘質土

の 1層のみである。

遺物は、 無釉陶器甕が出土している。

(3) 近世の遺構

SD411 (第 5• 8図）

第 5層上面で発見した東西方向の溝である。 調査区中央部を横断しており 、 東側でSD425とSD426

に 分かれる。 SD415、 SK410• 427と重複し、 SK410よりも古く 、 SD415、 SK427よりも新しい。 規模は

長さ13m以上、 上幅 l -1.5m 、 下 幅60-lOOcm、 深さ20-26cmである。 壁は緩やかに立ち上がり 、 底面

に は凹凸はほとんど認められない。 底面は中央付近がもっとも浅く 、 東西両側に 向かって緩やかに傾斜

している。 埋土は黒褐色粘土を主体とし、 明黄褐色土が粒状に混入する。

遺物は磁器染付碗•皿、 磁器仏飯具、 陶器碗・鉢、 かわらけ灯明皿、 煙管、 古銭、 漆器碗が出土して

いる（第 9図）。

SD412 (第 5• 8図）

調査区中央部の第5恩上面で発見した東西方向の溝である。 SK410• SK420 と重複し、 前者より も古

く 、 後者よりも新しい。 規模は長さ6.3m以上、 上幅50"'60cm、 下幅25"'30cm、 深さ12"'14cmである。

壁は緩やかに立ち上がり 、 底面に は凹凸は認められない。 底面は西側から東側に向かって緩やかに傾斜

している。 埋土は黒褐色粘土を主体とし、 明黄褐色土が粒状に混入する。

遺物は、 陶器碗の体部破片が出土している。
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10 （古銭：実寸）

番 号 種 類 層 位 口 径 底 径 器 高 特 徴 登録番号
l 磁器染付・碗 l層 10.2 3.6 5.l 肥前系、 18世紀 R-1 

2 磁器•鉢 1層 14.7 6 . 7  7.2 全面鉄釉、 底部回転削り 、 産地不明 R-2 

3 磁器•碗 2層 12.4 4 6.2 鉄釉流し掛け、 大掘相馬系、 19世紀 R-3 

4 磁器•碗 2層 3.8 大掘相馬系、 18世紀 R-4 

5 磁器•仏飯具 l層 4.3 瀬戸系、 19世紀 R-L5 

6 かわらけ•灯明皿 2層 5.9 3.3 1.8 口縁部に油煙付沼 R-7 

7 煙管・雁首 l層 火皿径1.9 首部長3.6 羅字接合部径1.1 R-1 

8 煙管•吸口 1層 長さ 6.6 吸口径0.3 羅字接合部径0.8 R-2 

， 新寛永銭 2暦 無背銭 R-7 

10 新寛永銭 2層 無背銭 R-8 

第9図 SD411 出士遺物
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SD415 (第 5 図）

調査区東側で発見した南北から東西に屈曲する溝である。 SD411と重複し、 それよりも古い。 規模は

長さ 3.9m 以上、 幅45-llOcm、 深さ 10-17cmである。 壁は緩やかに立ち上がり 、 底面に凹凸は認められ

ない。 底面は南北から東西に向かって緩やかに傾斜している。 埋土は2恩に細分することができる。 1

2層共に黒褐色土であるが、 1層に比べて2屈の粘性が非常に強い。

遺物はロクロ調整の土師器杯•甕、 須恵器甕の小破片が出土している。

SK410 (第 5 図）

調査区北西部の第 5 層上面で検出した土壊である。 SD411• 412 と重複し、 それらよりも新しい。 平

面形は方形であり 、 規模は南北2.8m 以上、 東西5.2m以上、 深さ 15-2lcmである。 壁は緩やかに立ち上

がり、 底面はおおむね平坦である。 埋土は黒褐色粘土の単園である。

逍物は磁器染付碗•皿、 木製の下駄が出土している（第10図）。

こ一ー

゜ tOcm O二r __J二O

番号1種 類1層位1長さI幅I厚さ1 特徴 1登録番号

木製品・下駄 l 層 18.3 9.3 2.2 R - l 

第10図 SK410 出土遺物

，

 



B 区

{ 1)  古代の遺構

Sl418 (第 5 • 1 1図）

調査区北西隅で発見 した竪穴住居である。 上面の大部分が削平されており 、 周溝と床面が残存するの

みである。 平面形は方形であり 、 東辺2.6m以上、 南辺2.lm以上である。 周溝は、 上幅25-45cm 、 下幅

14-16cm、 深さ 6 ,....,12cmである。 床は部分的に残存しており 、 褐灰色粘質土を貼床している。 なお、 東

側の壁際で65 X 75cm ほ どの焼け面を確認しており 、 カ マ ドが敷設されていたものと考え られる。

遺物は、 周溝より 土師器と須恵器甕の小破片が各1点、 焼け面より 土師器高台付杯の底部が 1 点出土

している （第12図）。

(l) 
3

 
1

1
 

E
 _

_

 

I
 

ーE
 

S02 · 

sos · - �\
|

 A 
← L=32.2m 

床
’

 
A

T
 

B B' 
f- → L=31.9m 

疇

゜ 2m 

第11図 Sl418 平面図 • 断面図
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"d� 
0 10cm 

番号 種 類 層位I口径I底径I器高 特 徴 登録番号

1 I 土師器• 高台付杯 I 焼面I I a.2 内面ヘラ ミ ガキ→黒色処理 I R-16 

第12図 $1418 出土遺物

(2} 近世の遺構

SK417 (第 5 • 13図）

調査区南側で発見 し た土壊で あ る。 平面形は不整形であ り 、 規模は長径約3.4m 、 短径約 3 m 、 深 さ

約 l m で あ る。 壁は緩やかに立ち上がり 、 底面は概ね平坦であ る。 埋土は褐色土を主体 と し て お り 、 3

層に は大小の石が多旦に混入 し て い る。

遺物は染付磁器碗、 陶器灰吹 • 皿が出土 し て い る （第14図）。

1-- L=32.200m 一

。

三＝三亡ご

第13図 SK417 断面図
゜ 10cm 

冨
特 徴

2層

2層

口 径I底 径I 器 高

乳
底部に 「子（？）」 の墨害、 小野相馬系、 18世紀

堤系、 な ま こ 釉、 19世紀

登録番号

Rー17

R-18 

第14図 SK417 出土遺物

SK428 (第 5 図）

調査区西側で発見 し た土堀で あ る 。 平面形は円形で あ り 、 規模は直径約60cm、 深さ 約20cmであ る。 壁

は垂直に立ち上がり 、 底面は概ね平坦で あ る。 底面には薄い木製の板が敷かれて い た。 埋土は褐灰色粘

土であ り 、 籾殻が多量に混入 し ていた。

遺物は新寛永銭が出土 し て い る （第15図）。

門
類

|』口径I底径I器高
1

無背銭
特

徴

匿
（実寸）

第15図 SK428 出土遺物

1 1  



3 .  遺構外出土の遺物 （第16図）

古代の遺物では土師器、 須恵器、 赤焼き土器 、 瓦、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 青磁がある。 1 - 3 は灰釉

陶器の底部破片である。 1 • 2 は黒笹14窯式の碗 （皿） であり 、 3 は黒笹90号窯式の皿である。 4 は緑

釉陶器碗 （皿） の底部である。 5 は越州窯系青磁碗の底部である。 幅が広く 背の低い蛇の目高台のもの

であり 、 全面に 釉が施されている。 7 は凹面に 「物」の刻印のある瓦である。

r==d 三；

/
:
 ℃ニゴ こご1-

8 

霊 6

亡ゴ 吋4

こニニ〗 7

゜ ゜
10 

゜ 配

◎ 

◎ J l 

13 14 

� 

望 包
゜ 10cm 

15 

（古銭 ： 実寸）

番 号 種 類 層 位 口 径 底 径 器 高 特 徴 登録番号
1 灰釉陶器 • 碗 （皿） 第 2 層 9.2 内面全体に釉、 黒笹14号窯 R-11 

2 灰釉陶器 ・ 碗 （皿） 第 2 層 7.2 内面全体に釉、 黒笹14号窯 R-10 

3 灰釉陶器 • 皿 第 5 層 4.8 高台接地面無釉、 黒笹90号窯 R- 9 

4 緑釉陶器 • 碗 （皿） 第 4 層 6.2 R - 8  
5 音磁 ・ 碗 第 3 層 越州窯系、 大宰府1 - 1 R - 5  

6 円盤状土製品 第 2 層 径 4.6 厚 さ 1.5 R-13 

7 平瓦 第 5 層 凹面 ： 糸切り→布目→ナデ、 「物」 の刻印

凸面： 縄叩き→叩き目のつぶれ R-14 

8 白磁 ・ 碗 （皿） 第 3 層 u 大宰府N- 1 ( Il - 1 )  R - 6  ， 煙管吸口 第 2 層 長 さ 5.0 羅宇接合部径 1.0 R - 2  

10 煙管吸口 第 2 層 長 さ 5.7 羅宇接合部径 0.9 R- 3 

11  煙管吸口 第 2 層 長 さ 4.6 吸口径 0.6 羅宇接合部径 1.2 R- 6 

12 煙管雁首 第 3 屈 b 火皿径 1.4 長 さ 4.3 羅宇接合部径10.2 R- 5 

13 新寛永銭 第 2 脳 無背銭 R-12 

14 新寛永銭 第 2 層 「長」 の背文 R-10 

15 新寛永銭 第 2 層 「小」 の背文 R - 9  

第16図 遺構外出土遺物
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中世の遺物では青磁、 白磁、 無釉陶器がある。 8 は 白磁碗 （皿） の底部であり 、 削り出しの浅い幅広

の高台を持つ。 外面底部には施釉されて い な い。

近世の遺物では磁器 、 陶器、 古銭、 煙管などがある。 9 -12は煙管である。 9 -11が吸口、 12が雁首

である。 雁首は火皿と首部の間に補強帯が巡 ら ないものである。 13-15は古銭である。 いずれも新寛永

銭であり、 14には 「長」、 15には 「小」 の背文字が認められる。

IV. 遺 構 の 年 代

今回発見した遺構に は、 竪穴住居 l 棟、 土壊 7 基、 溝10条、 柱穴、 その他 ピ ッ ト がある。 以下、 これら

の遺構の年代につ い て ま とめてみたい。

1 . 古代の遺構

SI418、 SK4I3 •414 • 420、 SD4I6 •423 • 424がある。

SI418は焼け面直上からロクロ調整の土師器高台付杯が 1 点出土している こ とから 、 おおよそ 9 世紀以

降のものと考え られる。 SK413 •414 • 420、 SD4I6 •423 • 424は10世紀以降に堆積した第 5 層上面で検出

したものであるが、 出土した遺物はすべて古代のものに限 られる。 こ の こ とから 、 これらの遺構に関して

も古代のものと考えておきたい。

2 .  中世の遺構

SD419、 SK422がある。

SD419からは無釉陶器甕 •揺鉢が出土している。 こ の う ち播鉢は、 口縁の形態より13,....,14世紀代のもの

と考え られる。 したが っ て、 SD419については それ以降の年代が推測される。 SK422から は無釉陶器甕の

破片が出土して いる こ とから、 おおむね中世の遺構としておき たい。

3 .  近世の遺構

SD411 • 412 • 415、 SK410 •417 • 428がある。

こ の う ちSK428では新寛永銭が出土して いる こ とから 、 17世紀末以降のものである。 SD411、 SK417で

は19世紀代の陶器が 出土して い る こ とから 、 それ以降の年代が与え られる。 SK410 はSD411と重複し、 そ

れよりも新しい遺構である。 したが って、 19世紀以降の年代が与え られる。 SD415 はSD411と重複し、 そ

れよりも古い遺構である。 出土迫物は古代の遺物のみであるが、 埋土がSD411 •412と類似して い る こ と

から、 近世の遺構と考えておきたい。 SD412 は出土遺物に近世の染付磁器の小破片が含まれる こ とから 、

それ以降のものと考え られる。

V. ま と め

1 .  今回の調査では、 古代～近世にかけての遺構 ・ 遺物を発見した。

2 .  古代の遺構に は竪穴住居 1 棟、 鍛冶炉 2 基、 土壊 1 基、 溝 3 条がある。 年代について は竪穴住居が 9

世紀以降、 その他のものが10世紀以降である。

13 



A区全景 （北よ り ）

S1418 竪穴住居 （西よ り ）

図 版
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1 .  青磁、 白磁

2 .  灰釉、 緑釉

3 .  陶器 ・ 碗 （小野相馬）

4 .  平瓦

図 版 2
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